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研究成果の概要（和文）：第一に、改革庭園期の前衛芸術家において、庭園をつくる行為（gardening）が自己
省察的な芸術制作と生存への問いかけに跨り、互いに表裏一体で本質的な意義をもつ事実を解明した。そこでは
植物という生命的存在が同時代の自然科学的関心を芸術制作に媒介し、それへの批判とその刷新を促す重要な要
因であった。第二に、「デザイン」の問い直しを必要とする視座が獲得された。彼らのガーデニング行為は、行
為に特有の流動性ゆえに、従来「デザイン」を特徴づけてきた「芸術」と「生活」という対立的な二項に関し
て、むしろそれら双方に跨る「境域」の重要性を示唆し、そのあり方や関係を組み換える可能性を示している事
実を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：First, it was clarified that for the avant-garde artists of the Reform 
Garden period, including Kandinsky, Klee, Hoech, and others, gardening was an act that spanned 
self-reflective artistic creation and questioning of existence. These artists demonstrated the 
intertwining and significance of these two aspects. In this context, plants served as a medium 
through which contemporary scientific interest in nature could influence artistic creation. Thus, 
plants became a crucial factor in critiquing and renewing the artistic creation process. Second, a 
new perspective has emerged that calls for reexamining the concept of "design." Due to the fluidity 
of behavior, their actions reveal the importance of the boundary between the opposing concepts of "
art" and "life," which have traditionally defined design. They also suggest reconfiguring these 
boundaries and their relationships.

研究分野：美術史学

キーワード： 庭園芸術学　デザイン論　制作論　ガーデニング　改革庭園

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は、人間の生存に深く関わる「ガーデニング（gardening）」という人間の「行為」に独自の観点から着
目し、芸術学・デザイン学上の意義を解明した。その意味でも本研究の学術的意義は、概して庭園にそれ自体と
しての諸特性を追究してきた従来の美術史学・庭園史学・園芸史学等のあり方を問い直し、研究的視座を組み替
える成果を得た点に認められる。さらに、近代芸術家の創造的な制作活動にとってガーデニング行為が、芸術
（美）の創出とは異なる倫理的行動・実践としての規範性を本質とする事実を浮かび上がらせた。このことは芸
術のあり方を社会・生活との「境域」に問い、問いを社会に拓くゆえに、社会的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

美術史学研究における庭園芸術研究の方法論に対して、庭園史学・園芸史学を専門とする

研究者を中心に 1980 年代より新たな視座に立った研究の必要性と重要性が提起されてきた。

建築様式史的庭園芸術研究を批判的に反省し、それに代替する新たな方法論として、庭園に

植栽された個々の植物に固有な特性を視野に置き、そこから庭園芸術を検討する「植物利用

（Pflanzenverwendung）」重視の研究アプローチである。今日までにドイツでは膨大な実証

研究の蓄積がなされ、庭園芸術研究に従事する誰もが参照する一つの重要な学術領域と認

められている。しかしながらそれら庭園史・園芸史研究には、近代芸術研究に特有の視座や

問題意識の欠落も認めざるを得ない。申請者は近代芸術研究の立場から、両者を架橋する新

たな視座と方法論の必要性を自覚してきた。本研究は以上を学術的背景とし、次の視座を前

提として構想された。すなわち、19 世紀後半に登場して 20 世紀へと展開する「デザイン」

を中核とする視座である。「デザイン」の重要性は、分化した生活世界（合理的科学的知識

／倫理的実践行為／感性的イメージ）の総合性・横断性の再構築を目指した点に認められる。

それは「生産、集団、計測、機能的形成」によって基礎づけられ、「有用的価値」を受容の

規範とし、「社会的情報、生活世界、日常性」を肯定する。それゆえ「デザイン／デザイン

作品」は根本的に、「創作、個人、過程、美的形成」によって基礎づけられ、「美的・感性的

価値 （＝精神的価値）」を制作の規範として日常性を批判する「芸術作品」とは対照的であ

る。この点を踏まえて近代の庭園芸術を「デザイン論」として問うことは、それを芸術作品

に内在的な問題（様式論、意味論）として問うのとは異なり、生活世界を構成する多様な関

係のうちに質的差異の本質を問いかける人間の創造的で総合芸術的な営みとして庭園芸術

を措定することを意味する。これが、本研究の背景から導かれた学術的な問いであった。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、1900 年頃にドイツで登場する「改革庭園（Reformgarten）」と近現代芸

術の相関をデザイン論として解明することにある。ここに言う「改革庭園」とは、17 世紀

以来の歴史主義を規範として造園された大規模庭園を否定し、それらとは対照的に、むしろ

庭園に植栽される個々の植物の有機体的特性を重視して、それらと建築や環境との相互作

用による感性的で自然的な環境空間の創出を目指した庭園改革の動向を指す。そこでの主

流をなすのが、19 世紀半ばの英国で発祥し、まもなくドイツやフランスにも広く伝播した

規模の小さな邸宅庭園である。近代庭園史において「改革庭園」という呼称は、そうした近

代の庭園改革に対する、いわば時代概念としての総称との理解が定着している。重要なのは、

「改革庭園」の展開が、19 世紀以来の品種開発や改良技術の飛躍的な発展によってこの時

代に登場する多種多様な園芸植物の存在と不可分に結びついている点である。改革庭園が

追求した「自然らしさ」はそれらなくしては実現され得なかった。ではなぜ、そのような植

物が「デザイン論」にとって本質的な意義をもつのか。それは、本来的に植物が「動き、内

的に生長し、新しい生命を生み出し、外の世界とダイナミックにバランスをとる」生命体で

あるゆえに、生活世界を構成する多様な関係のうちに質的差異の本質を問うデザインにと

って、それ自体が重要な世界の構成要素であるからである。その意味で、改革庭園が植物と

いかに対峙したかは本研究にとって重要な本質問題と言える。従来、改革庭園が近代デザイ



ンに関連づけられる場合、例外なくそれはデザイン史の視座から世紀転換期の改革運動や

工芸デザイン運動の文脈で歴史記述されてきた。それに対して本研究は、近代庭園芸術の研

究を庭園史学・園芸史学等、庭園研究の多様な回路へと架橋する可能性をデザイン論に見出

し、近代芸術研究としての新しい庭園芸術研究の視座の開拓を目指す。 

 

 

３．研究の方法 

本研究の方法論的基盤は、庭園芸術を近代芸術の「制作論 (Poietik)」問題として検討す

る「庭園芸術学（Kunstwissenschaft）」にある。「庭園芸術学」というこの学術的語法はド

イツの庭園芸術研究においてもこれまで用いられておらず、申請者が科研費研究を通して

その構築に取り組んできた近代芸術研究の新たな可能性である。すなわちそこでは近代の

庭園芸術を具体的に対象とするクロス・ディシプリナリーな基礎研究を前提として、それを

芸術学・芸術史的において実証的に根拠づける手続きをとる。「庭園芸術学」の構築に向け

ては、改革庭園を主導した建築家ペーター・ベーレンス（1868-1940）を最重要と位置づけ、

第一次世界大戦前の彼の庭園芸術論と同時代の芸術学（アウグスト・シュマルゾウ、ハイン

リヒ・ヴェルフリンら）の相関を一次資料精査によって実証してきた。そしてそこから導出

された要点が次の点である。すなわち、ベーレンスの庭園・芸術論が、19 世紀末以来の建

築理論が議論を重ねた空間概念論を踏まえた、いわば彼独自の「空間-時間的空間形成論」

であるとの理解である。 

本研究の方法は、上述の理解を核として申請者がこれまで取り組んできた庭園芸術学研究

において自覚された問題点を踏まえている。すなわち、庭園芸術をめぐる問題の諸相は従来、

とかく各々異なる水準における研究アプローチによって検討されてきた。たとえば、ベーレ

ンスが第一次世界大戦前後期に集中して主導した改革庭園の実践は、従来、もっぱら 19 世

紀末以来の改革運動とヴィルヘルム帝政期の世紀末工芸デザイン運動の文脈で議論される

一方、第一次世界大戦前の 1907年から 1930 年に跨る「芸術学的庭園理論」の形成は、むし

ろ近代デザインの展開と時代的に並行しているという事実である。そのように従来の研究

がそれぞれ異なる水準に位置づけ議論してきた研究的アスペクトを総合的に俯瞰するため

の一つの視座を獲得する必要性を重視した。「デザイン論」はそのための可能性であると了

解される。芸術学・デザイン学研究の立場に立つ申請者を結節点として、園芸・植物利用研

究、社会学的庭園研究、庭園の教育的活用等を専門とする研究者の協力を得て近代庭園を多

様な回路から検討することで、従来の固定化された庭園芸術研究のアプローチを乗り越え

ることが試みられる。 

 

 

４．研究成果 

本研究の成果として、大きく次の二点が挙げられる。第一に、「デザイン」それ自体の問い

直しを必要とする視座を獲得したこと、第二に、19 世紀末から 20 世紀への転換期における

改革庭園の検討に際して、庭園をつくる行為（gardening）の重要性を浮かび上がらせたこ

とである。第一の点に関して、とりわけドイツにおける改革庭園期の前衛芸術家（Kandinsky, 

Klee, Höch ほか）の活動を制作論的関心から精査すると、19 世紀フランス的ブルジョワジ

ーを⾝分とした芸術家らとは明確に異なり、彼らのガーデニング⾏為が⾃⼰省察的な芸術

制作と⽣存への問いかけに跨り、双⽅は表裏⼀体で相互に切り離せない特性をもつ事実が



解明された。とりわけ彼ら前衛芸術家の自己省察にとり、植物という生命的存在が同時代の

自然科学的関心を芸術制作に媒介し、従来的な芸術制作への批判とその刷新を促す重要な

要因であった事態を看過することができない。彼らにとって自然は客観的に観察する対象

にとどまらず、むしろ実践的なガーデニングを通じて直接的に交わるべき存在であった。彼

らの⾏為は、行為に特有の流動性ゆえに、従来「デザイン」を特徴づけてきた「芸術」と「生

活」という二項を対立項として際立たせるというよりは、それら双方に跨る「境域」の重要

性を示唆し、そのあり方や関係を組み換える可能性を示しているとの新たな気づきである。

とかく近代デザインは、制作者が受容者を念頭に制作する⽣産品を想起させるが、むしろデ

ザインを⼈間の⾏為のうちに追究する重要性が自覚されることとなったのである。このこ

とは、本研究の構想段階では明確化されていなかった。そしてこの点には本研究の成果とし

ての第二点目と不可分な重要性がある。改革庭園期の庭園について、それをデザイン論から

問うことは、そもそも「ガーデニング」という「行為」が芸術学的・デザイン学的視座にお

いていかなる意義をもつのかへの問いと密接に関連し合っているのである。この知見が獲

得されたことは、本研究が基盤とする庭園芸術学をデザイン学と接続させる可能性を拓く

こととなる。 
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